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図１　全国と東京都における新規感染者数の推移
（2021年１／７時点）

以下の情報より作成
東京都新型コロナウイルス感染症対策サイトhttps://stopcovid19.metro.tokyo.lg.jp/
厚生労働省新型コロナウイルス感染症について
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html
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全国
東京

謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
）
の

拡
大
に
よ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

延
期
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
患
者

様
に
は
、
３
つ
の
密
（
密
閉
、
密
集
、

密
接
）
を
避
け
る
こ
と
、
不
要
不
急
の

外
出
や
旅
行
、
集
団
で
の
会
食
は
控
え

る
こ
と
な
ど
、
新
し
い
生
活
様
式
の
徹

底
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

い
ま
だ
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
の
終

息
の
見
通
し
は
た
た
ず
、
現
状
で
は
有

効
な
治
療
方
法
も
な
い
状
況
で
す
。
感

染
対
策
と
し
て
、
引
き
続
き
毎
日
の
体

温
測
定
と
健
康
状
態
の
確
認
を
行
う
こ

と
、
発
熱
や
咳
、
嘔
吐
や
下
痢
な
ど
の

症
状
が
あ
る
場
合
は
来
院
前
に
必
ず
維

持
透
析
施
設
に
連
絡
す
る
こ
と
、
常
時

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
、
定
期
的
な

手
指
衛
生
（
手
洗
い
や
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
）
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
新
し
い
生

活
様
式
の
徹
底
を
継
続
し
て
い
た
だ
く

こ
と
、
こ
れ
ら
を
順
守
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

透
析
医
療
は
、
送
迎
バ
ス
や
透
析
室
、

更
衣
室
や
待
合
室
な
ど
の
空
間
を
集
団

で
共
有
し
て
い
る
治
療
で
す
の
で
、
一

人
で
も
対
策
を
怠
る
こ
と
が
あ
れ
ば
集

団
感
染
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
様
一
人

一
人
の
努
力
が
、
維
持
透
析
施
設
で
の

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
発
生
の
予
防
、
そ

し
て
全
国
で
の
感
染
拡
大
の
終
息
に
繋

が
り
ま
す
。
非
常
に
大
変
な
状
況
で
す

が
、
本
年
も
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
後
に
透
析
患
者
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
の
現
況
と
対
策
に
つ
い

て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
の
流
行
状
況

日
本
で
は
、
２
０
２
０
年
１
月
１６
日

に
武
漢
市
に
渡
航
歴
の
あ
る
患
者
が
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
と
診
断
さ
れ
、
３
月

下
旬
よ
り
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
新
規
患

者
数
の
急
激
な
増
加
を
認
め
、
４
月
１６

日
に
全
国
を
対
象
に
緊
急
事
態
宣
言
が

な
さ
れ
、
５
月
２５
日
に
緊
急
事
態
宣
言

が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
２

波
で
あ
る
新
規
患
者
数
の
増
加
が
７
月

よ
り
始
ま
り
ま
し
た
が
、
７
月
末
を
ピ

ー
ク
に
患
者
数
は
徐
々
に
減
少
傾
向
と

な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
第
２
波
の
は
っ
き
り
と
し

た
終
息
を
見
る
前
に
、
１１
月
よ
り
第
３

波
で
あ
る
新
規
患
者
数
の
急
激
な
増
加

を
認
め
、
主
要
都
市

を
中
心
に
入
院
床
が

ひ
っ
迫
す
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
（
図

１
）。２０

２
１
年
１
月

７
日
の
全
国
に
お
け

る
新
規
感
染
者
数
は

７
，
５
７
１
人
、
東

京
都
に
お
け
る
新
規

感
染
者
数
は
２
，
４

４
７
人
で
あ
り
、
１

日
の
感
染
者
数
は
日

増
し
に
急
増
し
て
お

り
ま
す
。
感
染
拡
大

に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
医
療
提
供
体
制
が

逼
迫
、
一
部
地
域
で

は
崩
壊
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
東
京
、
神

奈
川
、
埼
玉
、
千
葉

の
首
都
圏
を
対
象
と

し
て
、
１
月
８
日
か

ら
２
月
７
日
ま
で
の

１
カ
月
間
、「
緊
急

事
態
宣
言
」
の
再
発

令
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
２
０
２
０

年
３
月
１
日
に
国
内

で
最
初
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ



3 No.232／2021年 1 月

Ｄ-

１９
透
析
患
者
が
発
生
、
透
析
患

者
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
は
、

４
月
１０
日
時
点
で
３１
人
、
第
２
波
ま
で

の
１０
月
３０
日
時
点
で
は
２
８
７
人
で
あ

り
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
透
析
患
者
数

は
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
従
来
か

ら
透
析
施
設
で
は
、「
透
析
施
設
に
お

け
る
標
準
的
な
透
析
操
作
と
感
染
予
防

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
準
拠
し

た
、
厳
格
な
感
染
対
策
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
ら
、
密
接
し
た
空
間
で
の
集
団

治
療
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
急
激
な
感
染

者
数
の
増
加
は
抑
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
１１
月
よ
り
始
ま
っ
た
第
３

波
で
は
、
一
般
人
口
の
急
速
な
感
染
者

数
の
増
加
に
よ
り
、
透
析
患
者
に
お
い

て
も
急
速
に
感
染
者
数
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
１０
月
末
か
ら
の
約

２
か
月
で
患
者
数
は
２
倍
程
度
に
増
加

し
て
、
１２
月
２５
日
時
点
の
感
染
者
数
は

５
２
２
人
と
な
り
、
更
に
そ
の
２
週
間

後
に
は
１２
月
２５
日
時
点
ま
で
の
累
積
患

者
数
の
１
／
３
に
あ
た
る
１
７
８
人
が

増
加
し
、
２
０
２
１
年
１
月
７
日
に
は

７
０
０
人
と
、
感
染
者
数
は
急
増
し
て

い
ま
す
（
図
２
、
図
３
）。

ま
た
、
第
３
波
で
は
数
か
所
の
地
域

で
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
透
析
患
者
が

１０
人
以
上
発
生
す
る
、
大
規
模
な
ク
ラ

ス
タ
ー
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

透
析
患
者
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ-

１９
の
現
況

２
０
２
１
年
１
月
７
日
時
点
の
透
析

患
者
の
致
死
率
は
１１
・
９
％
（
８３
／
７

０
０
）
で
あ
り
、
１
月
６
日
時
点
の
一
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日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会新型コロナウイルス感染対策合同委員会
「透析施設におけるCOVID-19感染症例報告」より作成（2021年1月7日16時時点）

図２　全国の透析患者における新型コロナウイルス感染者数
　　　（2020年４月10日から2021年１月７日まで）
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「透析施設におけるCOVID-19感染症例報告」より作成（2021年1月7日16時時点）

図３　東京都の透析患者における新型コロナウイルス感染者数
（2020年４月10日から12月25日まで）
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図４　一般人口における国内の年代別の感染状況
（2021年１月６日時点）
致死率1.4％（3,414／246,276）
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図５　国内透析患者での年代別の感染状況（2021年１月７日時点）
致死率11.9％（83／700）
転帰不明除く致死率29.2％（83／284）

日本透析医会・日本透析医学会・日本腎臓学会新型コロナウイルス感染対策合同委員会
「透析施設におけるCOVID-19感染症例報告」より作成（2021年1月7日16時時点）より作成
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般
人
口
の
致
死
率
１
・
４
％
（
３
，
４

１
４
／
２
４
６
，
２
７
６
）
と
比
較
し

て
、非
常
に
高
率
と
な
っ
て
い
ま
す（
図

４
、
図
５
）。

そ
し
て
、
ま
だ
入
院
治
療
中
や
経
過

が
未
報
告
の
患
者
を
除
き
、
は
っ
き
り

と
し
た
改
善
と
死
亡
が
わ
か
る
２
３
４

人
の
感
染
者
に
限
定
す
る
と
、
致
死
率

は
２９
・
２
％
（
８３
／
２
８
４
）
と
、
更

に
高
率
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

透
析
患
者
で
は
、
一
般
人
口
と
比
較

し
て
、
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
が
多
い
こ

と
や
、
糖
尿
病
や
心
臓
病
な
ど
の
合
併

症
が
多
い
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。現

時
点
で
は
国
内
で
使
用
可
能
な
ワ

ク
チ
ン
は
無
く
、
確
立
さ
れ
た
治
療
方

法
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
感
染
予

防
が
極
め
て
重
要
な
対
策
と
な
り
ま
す
。

透
析
患
者
に
お
け
る
症
状
と

重
症
度
つ
い
て
（
２
０
２
１

年
１
月
７
日
時
点
）

３７
・
５
℃
以
上
の
発
熱
は
８２
・
１
％

（
５
８
５
人
中
４
８
０
人
）
の
患
者
で

認
め
て
お
り
、
次
い
で
咳
嗽
は
５６
・
９

％
（
５
５
７
人
中
３
１
７
人
）
に
認
め

る
症
状
で
す
（
表
）。
一
般
で
も
熱
や

咳
は
多
い
症
状
で
す
が
、
約
半
数
が
無

症
状
者
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

透
析
患
者
は
症
状
の
あ
る
方
の
割
合
が

高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
流
行
期
に

発
熱
や
咳
の
あ
る
患
者
は
、
必
ず
維
持

透
析
施
設
に
事
前
連
絡
を
し
て
、
担
当

医
が
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
を
疑
う
場
合

に
は
抗
原
検
査
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
い

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
に
罹
患
し
て
い
る

か
ど
う
か
精
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
で
特
徴
的
な

肺
炎
像
を
認
め
る
の
は
８５
・
６
％
（
３

８
１
人
中
３
２
６
人
）
で
あ
り
、
発
症

早
期
か
ら
肺
炎
像
を
認
め
ま
す
。
そ
し

て
、
酸
素
投
与
が
１
９
３
人
、
人
工
呼

吸
器
の
使
用
が
７６
人
、
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
（
人

工
肺
と
ポ
ン
プ
を
用
い
た
体
外
循
環
回

路
に
よ
る
治
療
）
の
使
用
が
７
人
と
、

低
酸
素
血
症
に
対
す
る
治
療
が
半
数
程

度
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
で
は
約

８０
％
が
、
自
宅
療
養
や
ホ
テ
ル
療
養
可

能
な
無
症
状
者
や
軽
症
者
で
す
が
、
透

析
患
者
は
中
等
症
か
ら
重
症
の
患
者
が

多
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
陽
性
ま
た
は

抗
原
検
査
陽
性
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９

透
析
患
者
は
、
入
院
加
療
を
基
本
と
し

て
お
り
、
重
症
化
を
見
逃
さ
な
い
よ
う

に
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

発
症
早
期
よ
り
唾
液
中
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
量
は
非

常
に
多
い

唾
液
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

発
症
早
期
よ
り
非
常
に
多
い
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
邦
か
ら
の
報
告

で
は
、
発
症
早
期
よ
り
４

１０
～
６

１０

gene copies/㎖

と
、
唾
液
１
㎖
中
に

非
常
に
多
く
の
ウ
イ
ル
ス
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
食
事
中
は
マ
ス
ク
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
こ
の
唾
液
中
の
ウ
イ
ル

ス
が
食
事
や
会
話
な
ど
で
周
囲
に
広
が

り
、
容
易
に
感
染
が
う
つ
る
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
は
症
状

が
現
れ
る
数
日
前
よ
り
感
染
性
が
あ
り
、

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
発
症
前
後
で
の
２

次
感
染
（
他
人
に
う
つ
す
）
が
非
常
に

多
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

１９
と
診
断
さ
れ
て
い
る
人
が
会

食
に
参
加
し
た
り
、
仕
事
に
来
た
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
診

断
さ
れ
る
２
日
前
ぐ
ら
い
に
は
、
す
で

に
唾
液
中
の
ウ
イ
ル
ス
量
は
多
く
、
誰

か
に
う
つ
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
。こ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
感
染
症（
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
）
と
は
違
う
、
非
常
に
感
染
対
策
が

難
し
く
、
感
染
が
拡
大
し
て
し
ま
う
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
症
す
る
前
よ
り
感
染
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
す
べ
て
の
人
が
感
染
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
に
か
か

っ
た
人
の
多
く
が
自
分
は
大
丈
夫
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
が
か
か
る
と
思

あり なし 不明 報告なし 合計
３７．５℃以上の発熱 ４８０ １０５ ４ １１１ ７００

咳嗽 ３１７ ２４０ ３０ １１３ ７００
咽頭痛 ９９ ４１３ ６６ １２２ ７００
頭痛 ６３ ４５１ ６３ １２３ ７００
鼻汁 １０５ ４１７ ５５ １２３ ７００

嘔気・嘔吐 ５７ ４７８ ４５ １２０ ７００
下痢 ７６ ４64 40 １２０ ７００

嗅覚味覚異常 ４４ ４２７ １０５ １２４ ７００
日本透析医会・日本透析医学会・日本賢臓学会新型コロナウイルス感染対策合同委員会

「透析施設における COVID-１９感染症例報告」により作成（２０２１年 １ 月 ７ 日１６時時点）

表　COVID-１９透析患者の症状（2021年 1 月 7 日時点） 表の数字は人数
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っ
て
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
に
な
っ
た
人

は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。

繰
り
返
し
と
な
り
ま
す
が
、
確
立
さ

れ
た
治
療
方
法
は
存
在
し
な
い
こ
と
か

ら
、
感
染
予
防
が
極
め
て
重
要
な
対
策

と
な
り
ま
す
。
常
時
マ
ス
ク
を
着
用
し

手
指
衛
生
（
手
洗
い
や
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
）
を
徹
底
す
る
こ
と
、
人
と
人
と
の

距
離
を
２
メ
ー
ト
ル
以
上
空
け
る
こ
と
、

室
内
の
換
気
を
定
期
的
に
行
い
、
環
境

表
面
消
毒
を
徹
底
す
る
こ
と
、
こ
の
対

策
を
繰
り
返
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

患
者
様
へ
の
お
願
い

毎
日
の
体
温
測
定
と
健
康
状
態
の
把

握
を
お
願
い
し
ま
す
。
発
熱
や
咳
、
嘔

吐
や
下
痢
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
、

来
院
前
に
透
析
施
設
に
必
ず
連
絡
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
を
受
け
た
場
合
、
医
師
が
総
合

的
に
判
断
し
て
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
を

疑
う
場
合
、
自
施
設
で
診
療
を
行
う
か
、

診
療
や
検
査
を
行
う
医
療
機
関
を
紹
介

し
ま
す
。
院
内
に
感
染
症
を
持
ち
込
ま

な
い
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
対
策
と
な

り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
感
染
が
疑
わ
れ
る
例
や
家
族
な
ど
に

感
染
者
が
お
り
濃
厚
接
触
が
疑
わ
れ
る

例
で
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
隔
離
透
析

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
首
都
圏
や
大
阪
府
、
愛
知
県

で
は
、
透
析
患
者
は
無
症
状
・
軽
症
で

も
入
院
と
い
う
原
則
が
保
て
な
く
な
り
、

入
院
が
決
ま
る
ま
で
の
間
は
、
自
身
の

通
っ
て
い
る
施
設
で
の
透
析
を
お
願
い

す
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１９
に
か
か
ら

な
い
よ
う
な
行
動
と
感
染
対
策
が
極
め

て
重
要
と
な
り
ま
す
。
常
時
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
こ
と
、
入
室
前
に
体
温
測
定

や
手
指
衛
生
（
手
洗
い
か
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
）
を
行
う
こ
と
な
ど
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

１９
の
流
行
期
に
は
、
不
要
不
急

の
外
出
や
旅
行
、
集
団
で
の
会
食
は
控

え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
開
発
の
動
向

（
少
し
難
し
い
内
容
で
す
が
参
考
に
記

載
し
ま
す
）

本
邦
で
の
臨
床
適
用
が
近
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、

フ
ァ
ー
ザ
ー
株
式
会
社
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ

ク
チ
ン
、
米
バ
イ
オ
製
薬
モ
デ
ル
ナ
の

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ

カ
株
式
会
社
の
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ

ク
チ
ン
で
す
。

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
と
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
タ
ン
パ
ク
質
の
遺
伝

子
情
報
を
持
っ
た
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
、
脂
質

ナ
ノ
粒
子
に
封
入
し
た
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

体
内
に
投
与
す
る
と
、
細
胞
質
内
で
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
を
も
と
に
抗
原
タ
ン
パ
ク
質
が

作
ら
れ
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
反
応
し
て

抗
体
が
作
ら
れ
ま
す
。

モ
デ
ル
ナ
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
、

１
０
０
㎍
を
２
回
筋
肉
注
射
す
る
接
種

方
法
で
、
有
効
性
は
、
９４
・
５
％
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
の
ワ
ク
チ
ン

は
高
齢
者
ほ
ど
抗
体
が
で
き
難
い
の
で

す
が
、
１８-

５５
歳
、
５６-

７０
歳
、
７１

歳
以
上
の
３
つ
の
群
に
お
い
て
、
ど
の

年
代
で
も
十
分
な
中
和
抗
体
の
上
昇
が

得
ら
れ
、
２
回
接
種
後
３
か
月
に
お
い

て
抗
体
価
は
軽
度
減
少
す
る
も
の
の
、

十
分
な
中
和
抗
体
価
が
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ
ク
チ
ン
と
は
、

ヒ
ト
に
対
し
て
病
原
性
の
な
い
ウ
イ
ル

ス
に
抗
原
タ
ン
パ
ク
質
の
遺
伝
子
を
組

み
込
ん
だ
、
組
み
換
え
ウ
イ
ル
ス
を
投

与
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
英
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
と
英
製
薬
ア
ス
ト
ラ
ゼ

ネ
カ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

の
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
ウ
イ
ル
ス
自
体
が
細
胞
に
侵
入
し

て
、
細
胞
質
で
抗
原
タ
ン
パ
ク
質
が
作

ら
れ
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
反
応
し
て
抗

体
が
作
ら
れ
ま
す
。

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
の
ウ
イ
ル
ス
ベ
ク

タ
ー
ワ
ク
チ
ン
は
、
標
準
投
与
量
を
２

回
筋
肉
注
射
す
る
接
種
方
法
が
基
本
的

な
投
与
方
法
で
す
が
、
初
回
に
低
用
量

・
２
回
目
に
標
準
投
与
量
を
接
種
し
た

方
の
有
効
性
が
高
か
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
１
回
目
・

２
回
目
と
も
に
標
準
投
与
量
で
は
６２
・

１
％
の
有
効
率
、
１
回
目
低
用
量
・
２

回
目
標
準
投
与
量
で
は
、
９０
・
０
％
の

有
効
率
、
両
方
を
あ
わ
せ
た
解
析
で
は

７０
・
４
％
の
有
効
率
で
あ
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１８-

５５
歳
、
５９-

６９
歳
、
７０
歳
以
上
の
ど

の
年
代
で
も
、
十
分
な
抗
体
価
の
上
昇

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に

感
染
対
策
は
基
本
を
よ
く
理
解
し
て
、

そ
の
基
本
を
繰
り
返
す
こ
と
が
重
要
で

す
。
い
く
ら
優
れ
た
対
策
を
た
て
て
も
、

そ
れ
を
実
施
す
る
患
者
や
ス
タ
ッ
フ
が

全
員
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を

ま
も
ら
な
い
患
者
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
感

染
が
拡
大
し
ま
す
。

患
者
と
ス
タ
ッ
フ
の
確
実
な
感
染
対

策
の
取
り
組
み
が
、
感
染
予
防
に
極
め

て
重
要
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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副
会
長
・
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
長�

�

梅
原　

秀
孝

コ
ロ
ナ
禍
に
負
け
な
い
で

機
関
紙
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
つ
な
が
り
を

会
員
の

皆
様
に
は

益
々
ご
健

勝
の
こ
と

と
お
慶
び

申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
２
０
２
０
年
は
、
中
国
武
漢
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
世
界

中
に
蔓
延
し
、
多
数
の
死
亡
犠
牲
者
が

続
出
し
、
毎
日
悲
惨
な
ニ
ュ
ー
ス
が
メ

デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
国
で
も
、
そ
の
対
応
に
政
府
・

国
民
一
体
と
な
り
苦
慮
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
透
析
患
者
は
基

礎
疾
患
を
抱
え
て
リ
ス
ク
が
高
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
す
で
に
一
部
、
透
析
患

者
が
犠
牲
に
あ
わ
れ
た
方
も
居
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
と
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
様
な
情
勢
の
中
、
多
摩
ブ
ロ
ッ

ク
で
２
０
２
０
年
３
月
８
日
に
予
定
し

て
い
た
学
習
交
流
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
元
会
長
糸
賀
久
夫
様
の
、
長
期
透

副
会
長
・
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
長�

�

古
暮　

宏

危
険
と
隣
合
わ
せ
の
一
年

会
員
皆

様
の
今
年

一
年
の
ご

多
幸
を
心

よ
り
お
祈

り
い
た
し

ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世

界
中
に
蔓
延
し
膨
大
な
感
染
者
と
多
数

の
死
者
を
出
し
、
か
つ
て
な
い
異
常
な

事
態
と
な
り
今
日
な
お
そ
の
感
染
の
勢

い
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
も
三
波
に
わ
た
り
感
染
が
起

き
、
私
た
ち
透
析
患
者
は
感
染
す
る
と

重
症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、
生

命
の
危
険
に
晒
さ
れ
続
け
た
日
々
を
強

い
ら
れ
ま
し
た
。

東
腎
協
及
び
各
患
者
会
も
感
染
の
リ

ス
ク
を
避
け
る
た
め
殆
ど
の
行
事
や
活

動
が
出
来
ず
大
変
不
本
意
な
一
年
と
な

り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
昨
年
末
フ
ァ
イ
ザ

ー
社
、
モ
デ
ル
ナ
社
等
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
高

い
予
防
効
果
が
治
験
の
結
果
証
明
さ
れ
、

昨
年
暮
か
ら
欧
米
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

開
始
さ
れ
た
事
は
、
今
回
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
の
収
束
の
上
で
大
変
期
待
出
来
る

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
も
本
年
前
半
に
も
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
開
始
さ
れ
る
と
い
わ
れ
、
こ
れ

に
よ
り
感
染
が
収
束
し
、
本
年
は
東
腎

協
及
び
各
患
者
会
の
本
来
の
活
動
が
出

来
る
様
に
な
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
全
腎
協
発
足
５０
周
年

さ
て
今
年
は
全
腎
協
発
足
５０
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
す
。
今
か
ら

５０
年
前
、
透
析
治
療
は
全
額
自
己
負
担

で
金
の
切
れ
目
は
命
の
切
れ
目
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

全
腎
協
は
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
誰

で
も
何
処
で
も
何
時
で
も
透
析
治
療
が

自
己
負
担
無
し
で
受
け
ら
れ
る
事
を
目

指
し
、
先
輩
透
析
患
者
の
皆
様
が
血
の

に
じ
む
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
た
結
果
、

今
日
私
達
透
析
患
者
は
国
の
保
険
、
医

療
、
福
祉
制
度
や
東
京
都
の
各
種
透
析

医
療
助
成
制
度
に
よ
り
、
世
界
最
高
水

準
の
透
析
治
療
を
ほ
ぼ
無
償
で
受
け
る

事
が
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
は
５０
年
に
亘
る
全
腎
協
の
つ

も
り
重
ね
た
活
動
の
素
晴
ら
し
い
成
果

で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
、
現
在
全
腎
協
は
大
き

な
転
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。
全
腎
協
活

動
の
ベ
ー
ス
で
あ
る
会
員
が
年
々
大
き

く
減
少
を
し
続
け
て
い
る
の
で
す
。
そ

の
結
果
組
織
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
徐

々
に
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
今
後
財
政

危
機
対
策
で
社
会
保
障
費
の
削
減
が
予

想
さ
れ
る
中
で
、
現
在
の
極
め
て
恵
ま

れ
た
透
析
医
療
関
連
制
度
が
維
持
継
続

さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

５０
周
年
を
期
に
、
会
員
の
獲
得
が
出

来
る
よ
う
な
、
透
析
患
者
に
と
っ
て
魅

力
の
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
再
構
築
す
る
必

要
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
腎
協

理
事
の
年
賀
挨
拶
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析
を
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
体
験
を
講
演

し
て
頂
く
予
定
で
し
た
が
誠
に
残
念
で

す
。さ

て
、
全
腎
協
な
ら
び
に
東
腎
協
の

行
事
も
一
切
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
し
た
事
と
存
じ
ま
す
。

東
腎
協
で
は
唯
一
情
報
を
共
有
と
い

う
観
点
か
ら
、
総
会
、
理
事
会
、
三
役

会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
開
催
し
て
参
り
ま

し
た
。
機
関
紙
も
発
刊
し
、
事
務
局
は

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
情
報
に
よ

り
ま
す
と
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
が
研
究
開
発
さ
れ
一
部
の
国
で
は

認
可
さ
れ
接
種
さ
れ
て
い
る
様
で
す
。

我
が
国
も
一
刻
も
早
く
認
可
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
明
る
い
日
常
生

活
を
取
り
戻
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
負
け
ず
感
染
防
止
に
お
互
い

努
め
ま
し
ょ
う
。

理
事 

国
分
寺
こ
や
ま
腎
友
会�

�

関
口　

新
一

２
０
２
１
年
を
展
望
し
て

２
０
２
０
年
は
私
達
の
日
々
の
営
み

の
何
も
か
も
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
翻
弄
さ
れ
た
１
年
で
し
た
。

一
昨
年
末
、
武
漢
の
海
鮮
市
場
で
原

因
不
明
の

肺
炎
が
集

団
発
生
と

の
第
一
報

の
際
は
完

全
に
対
岸

の
火
事
で

し
た
。

し
か
し
、
年
明
け
の
２
０
２
０
年
早

々
に
は
政
府
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
に
よ
る

邦
人
退
避
、
２
月
に
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

プ
リ
ン
セ
ス
号
で
の
集
団
感
染
発
生
。

３
月
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

宣
言
、
海
外
で
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
、
日

本
で
も
３
密
回
避
が
言
わ
れ
、
４
月
に

は
緊
急
事
態
宣
言
と
、
コ
ロ
ナ
禍
は
人

類
を
一
気
呵
成
に
巣
籠
生
活
に
追
い
込

み
ま
し
た
。

現
在
も
第
３
波
の
感
染
が
急
拡
大
す

る
中
、
国
の
財
政
は
史
上
最
多
の
１
１

２
兆
円
の
新
規
国
債
の
発
行
で
補
正
予

算
を
組
む
程
、
逼
迫
し
た
状
況
で
す
。

こ
れ
は
私
達
の
透
析
医
療
に
と
っ
て

も
ピ
ン
チ
で
す
。
将
来
、
若
者
達
が
背

負
う
借
金
が
空
前
の
規
模
に
膨
ら
む
事

を
意
味
す
る
か
ら
で
す
。
予
算
を
緊
急

に
割
か
ね
ば
な
ら
ぬ
対
象
が
増
え
る
中
、

透
析
だ
け
が
特
別
に
遇
さ
れ
る
こ
と
が

い
つ
ま
で
許
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

巷
で
は
重
症
者
急
増
で
医
療
崩
壊
が

迫
り
、
自
殺
者
が
増
加
し
て
い
る
暗
い

世
相
の
中
、
と
て
も
楽
観
的
な
２
０
２

１
年
度
の
展
望
は
描
け
ま
せ
ん
が
、
世

界
的
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
る
等

や
っ
と
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

私
達
も
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
か
ら

と
何
時
ま
で
も
手
を
拱
い
て
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
今
こ
そ
「
誰
も
が
何
時
で
も

ど
こ
で
で
も
、
安
心
し
て
透
析
を
受
け

ら
れ
る
体
制
を
堅
持
す
る
」
と
い
う
本

懐
を
守
る
為
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
相
応
し

た
活
動
方
法
を
築
き
上
げ
、
決
し
て
制

度
を
後
退
さ
せ
な
い
事
が
大
切
で
す
。

理
事 

長
久
保
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
会�

�

横
溝　

久
美
子

コ
ロ
ナ
禍
で
…

昨
年
は

〝
コ
ロ
ナ
〟

に
翻
弄
さ

せ
ら
れ
、

恐
怖
を
感

じ
た
年
で

し
た
。

透
析
室
で
は
穿
刺
時
間
を
ず
ら
し
、

待
合
室
や
更
衣
室
で
の〝
密
〟
を
避
け
、

会
話
も
極
力
控
え
る
等
感
染
対
策
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
リ
ス
ク
を
伴
う
透
析

患
者
に
と
っ
て
は
有
り
難
い
こ
と
で
、

コ
ロ
ナ
の
恐
怖
か
ら
も
守
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

た
だ
、
今
ま
で
の
よ
う
に
励
ま
し
合

っ
た
り
、
相
談
し
た
り
、
愚
痴
を
こ
ぼ

し
た
り
、
そ
し
て
何
よ
り
東
腎
協
の
活

動
報
告
や
告
知
が
で
き
な
く
な
っ
た
の

は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。「
お
た
よ
り
」

も
コ
ン
ビ
ニ
で
印
刷
す
る
の
も
怖
く
、

回
数
を
減
ら
し
、
配
布
も
個
々
に
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
入
れ
る
等
、
素
手
で
触
ら
な

い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
た
。

ま
た
、
東
腎
協
を
通
し
て
「
日
本
透

析
医
会
等
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
合
同
委
員
会
」
か
ら
、
透
析
患
者

の
感
染
状
況
や
対
策
の
情
報
が
迅
速
に

伝
わ
り
、
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
安
堵
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

情
報
も
会
員
に
伝
え
ら
れ
ず
に
歯
が
ゆ

い
思
い
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
リ
モ
ー
ト
の
理

事
会
に
参
加
し
な
が
ら
、
東
腎
協
は
揺

る
が
ず
に
続
い
て
い
る
こ
と
、
自
分
自

身
は
今
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
な
が
ら

や
っ
て
い
く
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

今
は
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
会
員

の
方
々
と
心
お
き
な
く
お
話
で
き
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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理
事　

清
湘
会
記
念
病
院
患
者
会�

�

野
口　

忠
男

令
和
２

年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感

染
症
（
以

下
新
型
コ

ロ
ナ
）
の

事
で
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
に
中
国
・
武
漢
市
で
端
を

発
し
た
？
新
型
コ
ロ
ナ
は
、
日
本
で
は

令
和
２
年
に
入
り
、
横
浜
に
寄
港
し
た

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
員
に
感
染
者
が

あ
り
、そ
こ
で
広
ま
り
、社
会
の
注
目
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
札
幌
や
東
京

な
ど
次
々
と
感
染
者
が
出
始
め
ま
し
た
。

１
月
１９
日
、
病
院
の
先
生
方
や
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
の
ご
出
席
を
賜
り
腎
友
会

の
新
年
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和
２

年
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

「
第
４９
次
国
会
請
願
署
名
運
動
」
は
、

病
院
の
先
生
方
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
か

ら
も
ご
署
名
を
頂
き
、
募
金
と
と
も
に

収
め
ま
し
た
。

２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
者
が
出
始
め
、
マ
ス
ク
の
着

用
と
手
洗
い
・
消
毒
、「
３
蜜
」
を
避

ご
支
援
に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
一
刻
も

早
い
終
息
を
願
う
と
と
も
に
、
皆
様
に

感
染
被
害
が
出
な
い
事
を
心
よ
り
願
っ

て
い
ま
す
。

理
事　

昭
島
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク�

ひ
ま
わ
り
会
（
青
年
部
長
）�

�

小
林　

正
和

会
員
の

皆
様
、
明

け
ま
し
て

お
め
で
と

う
ご
ざ
い

ま
す
。

昨
年
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
大
流
行
し
て
東
腎

協
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
（
青
年
部
の
活

動
等
）
も
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
理

事
会
も
リ
モ
ー
ト
で
会
議
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
患
者
会
の
活
動
や
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
行
事
も
出
来
な
く
な
っ
た
所
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
慣
れ

な
い
コ
ロ
ナ
対
策
や
新
生
活
様
式
で
大

変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
時
は
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
の
不
足

で
高
値
に
な
っ
た
り
欠
品
し
て
も
い
ま

け
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
、
学
校
も
休
校

す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
腎
友
会
活
動
は

自
粛
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
２９
日
に
予
定
し
て
い
た
総
会
は

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な

お
、
当
日
は
、
借
り
て
い
た
会
議
室
が

使
用
で
き
ま
せ
ん
と
江
東
区
の
施
設
か

ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

病
院
と
の
共
催
と
い
う
形
を
と
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
「
料
理
講
習
会
」

が
４
月
５
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
今
感
染
者
が
出
始
め
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

４
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
、

自
粛
が
続
く
中
で
、
会
員
募
集
が
行
わ

れ
、
６７
名
の
入
会
者
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け

て
、
国
民
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
に

よ
り
感
染
者
は
少
な
く
な
り
、
５
月
２５

日
に
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
後
も
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
「
新
し

い
生
活
様
式
」
を
社
会
に
定
着
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

６
、
７
月
と
今
年
は
梅
雨
が
長
く
続

き
ま
し
た
。
６
月
末
に
、
８
月
２３
日
に

予
定
さ
れ
て
い
た
「
清
湘
会
合
同
学
術

講
演
会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
」
と
病

院
の
事
務
長
さ
ん
か
ら
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。

７
月
に
は
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人

難
民
を
助
け
る
会
」
よ
り
患
者
会
活
動

の
支
援
と
し
て
頂
い
た
マ
ス
ク
を
会
員

に
配
布
致
し
ま
し
た
。

８
月
は
猛
暑
が
続
き
、
一
時
収
ま
り

か
け
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
は
、

全
国
に
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
の
で
、

９
月
の
腎
友
会
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
は

行
わ
な
い
事
に
な
り
ま
し
た
。

１０
月
２６
・
２７
日
に
は
、
病
院
の
ご
協

力
で
看
護
師
さ
ん
か
ら「
は
ん
ぶ
ん
米
」

を
患
者
さ
ん
に
一
人
一
袋
ず
つ
お
配
り

し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
１１
月
１６
・
１７
日

に
は
、「
第
５０
次
国
会
請
願
署
名
運
動
」

の
用
紙
を
看
護
師
さ
ん
の
ご
協
力
で
患

者
の
皆
さ
ん
に
お
配
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
度
の
新
年
会
は
開
催
し
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
１０
月
か
ら
１２
月

に
か
け
て
東
京
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
者
が
日
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
い
き

ま
し
た
。

１２
月
に
は
腎
友
会
か
ら
会
員
に
「
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
お
渡
し
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
令
和
２
年
は
腎
友
会
活

動
の
自
粛
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

病
院
の
ご
協
力
と
ご
援
助
、
お
世
話
を

頂
く
こ
と
と
な
り
、
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
役
員
の
方
々
の
頑
張

り
と
会
員
・
患
者
の
方
々
の
ご
協
力
と
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を
受
け
ま
す
。
そ
の
度
に
「
今
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
出
来
て
い
な
い
で
す
」
と

答
え
る
の
が
心
苦
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

事
務
局
も
夏
で
も
冬
で
も
エ
ア
コ
ン

を
付
け
な
が
ら
、
換
気
の
為
に
北
側
の

窓
（
こ
こ
し
か
開
き
ま
せ
ん
）
と
出
入

口
の
ド
ア
を
開
け
て
い
ま
す
。
空
気
の

流
れ
が
良
く
無
い
場
所
は
、
サ
ー
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
回
し
、
湿
度
も
大
切
と
聞

い
て
、
加
湿
器
を
設
置
し
て
注
意
し
て

い
ま
す
。
業
務
時
間
も
月
水
金
の
１５
時

ま
で
と
な
っ
た
中
、
業
務
を
こ
な
し
て

い
ま
す
。

元
の
様
式
に
戻
る
の
は
難
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
チ
ン
と
治
療
薬
、

治
療
方
法
が
も
っ
と
確
立
し
て
く
れ
ば
、

東
腎
協
の
行
事
も
対
面
で
出
来
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
な
れ
ば
、
皆
様
の
意
見
を
聞
け
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
日
が
一

日
も
早
く
来
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
今
出
来
る
こ
と
を
精

一
杯
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
後
に
医
療
従
事
者
に
感
謝
を
持
ち
、

私
た
ち
が
感
染
し
な
い
様
に
気
を
つ
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
お

世
話
に
な
り
ま
す
が
、
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

か
ら
は
、

旧
体
制
の

改
革
を
め

ざ
す
熱
い

志
が
ほ
と

ば
し
る
。

そ
の
一

方
で
、
妻
の
お
龍
と
、
今
で
い
う
新
婚

旅
行
の
様
子
を
伝
え
た
手
紙
に
は
、
九

州
の
霧
島
山
の
登
山
を
イ
ラ
ス
ト
入
り

で
報
告
。
勝
海
舟
の
門
弟
と
な
っ
た
時

は
「
エ
ヘ
ン
、
エ
ヘ
ン
」
と
自
慢
す
る

な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
手
紙
に
気
さ

く
な
人
間
性
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
龍
馬

の
時
代
を
超
え
た
人
気
の
理
由
も
こ
の

へ
ん
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
押
さ
れ
、
ピ
ー

ク
時
の
半
分
に
減
っ
た
年
賀
状
だ
が
、

昨
年
末
に
は
、「
鬼
滅
の
刃
」
の
年
賀

状
が
売
れ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
年
賀
の
最

高
記
録
を
更
新
し
た
と
か
。
コ
ロ
ナ
禍

で
会
え
な
い
人
に
出
す
と
い
う
動
き
も

あ
り
、
人
と
つ
な
が
る
ツ
ー
ル
と
し
て

再
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
ん
な
こ
ん
な
ん
で
本
年
の
年
賀
状

は
需
要
が
増
え
た
と
の
観
測
も
。
年
賀

状
の
文
面
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
日
本
を
今
一
度
せ
ん
た
く
い
た

し
」
と
書
い
た
豪
傑
も
中
に
は
い
た
か

も
し
れ
な
い
。

理
事　

高
松
医
院
患
者
会�

�

三
好　

か
お
り

新
春
の

お
慶
び
を

申
し
上
げ

ま
す
。
皆

様
の
お
健

や
か
に
新

春
を
御
迎

え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
以
前
理
事

を
さ
れ
て
い
た
方
か
ら
「
ち
ょ
っ
と
二

年
間
程
、
東
腎
協
理
事
を
経
験
し
て
き

て
」
と
言
わ
れ
て
、
訳
が
わ
か
ら
な
い

ま
ま
理
事
に
推
さ
れ
て
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
数
年
、「
こ
ん
な

は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
思
い
な
が
ら

も
事
務
局
に
ま
で
入
局
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
が
、
歩
こ
う
会
の
世
話
役
を
は

じ
め
出
来
る
事
は
何
で
も
さ
せ
て
頂
く

つ
も
り
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

自
分
で
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

皆
様
の
役
に
立
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
特
に
昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
何
も
出
来
ず
大
変
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
ま
す
。
電
話
で
も
「
集
ま

り
と
か
無
い
の
で
す
か
」「
歩
こ
う
会

は
行
わ
な
い
の
で
す
か
」
と
い
う
質
問

し
た
よ
ね
。
仕
事
も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

が
増
え
て
、
働
き
方
も
変
わ
っ
た
人
も

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

僕
自
身
の
趣
味
の
ラ
イ
ブ
や
舞
台
を

観
に
行
く
事
や
旅
行
や
外
食
に
で
か
け

る
事
も
め
っ
き
り
減
っ
て
し
ま
い
、
季

節
感
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
メ
リ
ハ
リ

の
な
い
１
年
で
し
た
。
が
、
そ
れ
は
昨

年
の
話
で
す
。

正
直
、
今
年
も
ど
ん
な
年
に
な
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
（
コ
ロ
ナ
が
無
く
な

る
事
は
な
い
と
お
も
い
ま
す
が
）、昨
年

よ
り
良
い
年
に
な
る
よ
う
に
少
し
で
も

笑
っ
て
過
ご
す
っ
て
い
う
か
、
無
理
し

て
も
笑
顔
で
い
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
笑
顔
で
い
る
こ
と
で
免
疫

力
が
あ
が
る
と
聞
い
た
の
で
（
昔
か
ら

病
は
気
か
ら
っ
て
い
う
し
）
気
持
ち
だ

け
は
明
る
く
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

理
事　

織
本
病
院
腎
友
会�

�

中
野　

雄
藏

幕
末
の
志
士
・
阪
本
龍
馬
は
多
く
の

手
紙
を
書
き
残
し
た
。
と
り
わ
け
竜
馬

の
良
き
理
解
者
だ
っ
た
姉
の
乙
女
に
あ

て
た
手
紙
は
多
い
。
有
名
な
「
日
本
を

今
一
度
せ
ん
た
く
い
た
し
」
と
の
文
面



10No.232／2021年 1 月

理
事　

あ
け
ぼ
の
東
腎
会
サ
ル
ビ
ア�

�

根
津　

恵
子

今
思
え

ば
、
ち
ょ

う
ど
一
年

程
前
か
ら

新
型
コ
ロ

ナ
と
い
う

こ
と
ば
が
ニ
ュ
ー
ス
に
出
始
め
た
の
は

…
そ
れ
か
ら
暫
く
た
ち
落
ち
着
き
始
め

た
６
月
半
ば
過
ぎ
、
私
は
数
年
暮
ら
し

た
家
を
離
れ
独
居
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

同
時
に
新
し
く
職
に
つ
き
仕
事
も
始
め

ま
し
た
。仕
事
は
受
け
付
け
事
務
で
、

一
日
正
味
五
時
間
程
で
す
。
と
て
も
忙

し
い
職
場
で
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
と
、
次

か
ら
次
へ
と
水
分
を
採
る
暇
も
な
い
ほ

ど
で
あ
っ
と
い
う
間
に
帰
る
時
間
が
き

て
仕
舞
い
ま
す
。

暑
か
っ
た
夏
も
い
つ
の
間
に
か
終
わ

り
、
１０
月
に
入
っ
た
あ
る
火
曜
日
、
そ

の
日
は
午
後
か
ら
の
仕
事
で
し
た
。
い

つ
も
の
よ
う
に
帰
り
の
バ
ス
を
降
り
て

歩
き
始
め
た
ら
…
思
わ
ず
衝
撃
…
私
は

暗
い
夜
道
、
石
に
躓
き
転
ん
で
仕
舞
い

ま
し
た
。
暫
く
起
き
あ
が
れ
ま
せ
ん
。

と
云
っ
て
も
、
も
の
の
１０
分
も
経
っ
て

な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
。

何
と
か
立
ち
上
が
り
、
家
に
た
ど
り

着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
翌
日
は
や

は
り
膝
と
肘
だ
け
で
は
な
く
、
な
ん
だ

か
身
体
中
痛
く
て
起
き
る
の
が
苦
痛
で

し
た
。
透
析
前
に
整
形
外
科
を
受
診
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
た
ら
骨
は
異
常
無

し
、
と
骨
折
は
免
れ
ま
し
た
。
で
も
、

無
理
は
禁
物
…
も
し
か
し
た
ら
骨
が
砕

け
る
か
ら
と
脅
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
週

は
タ
ク
シ
ー
で
の
通
院
。
日
曜
日
に
は

何
と
か
仕
事
に
出
ま
し
た
。
あ
ま
り
動

か
な
く
て
よ
い
業
務
で
す
が
、
忙
し
さ

で
痛
い
の
も
忘
れ
て
ま
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
手
の
親
指
の
付
け
根
の

調
子
が
大
分
悪
く
、
洗
濯
ば
さ
み
も
使

え
な
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。
私
は
先
の

事
を
考
え
、
仕
事
を
辞
め
る
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
慣
れ
て
来
た
と

こ
ろ
で
す
が
仕
方
有
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
１２
月
中
旬
で
退
社
し
ま
し
た
。

透
析
生
活
は
生
き
て
る
限
り
続
き
ま

す
が
、
手
が
痛
い
の
は
治
し
て
…
そ
れ

か
ら
出
き
る
こ
と
は
沢
山
有
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
も
そ
の
う
ち
終
息
す
る
筈
で

す
。
そ
の
頃
は
ま
た
張
り
切
っ
て
仕
事

し
て
い
る
私
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
事　

日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会�

�

板
橋
俊
司

２
０
２

０
年
は
私

に
と
っ
て

一
生
忘
れ

ら
れ
な
い

一
年
と
な

り
ま
し
た
。

昨
年
の
今
頃
は
、
一
昨
年
１２
月
の
脊

柱
管
狭
窄
症
の
術
後
で
、
車
い
す
で
新

年
を
迎
え
ま
し
た
。
透
析
リ
ス
ク
と
は

い
え
、
２
か
月
近
い
入
院
生
活
に
な
る

と
は
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、
退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ
が
始
ま

っ
た
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
拡

大
し
始
め
、
リ
ハ
ビ
リ
に
も
通
え
な
く

な
り
、
自
宅
で
体
操
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
な

ど
し
て
何
と
か
社
会
復
帰
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
月
の
誕
生
日
検
診
の
Ｃ

Ｔ
で
肺
に
影
が
発
見
さ
れ
、
一
瞬
私
も

コ
ロ
ナ
か
と
動
揺
し
ま
し
た
。
結
果
、

初
期
の
肺
が
ん
で
７
月
に
右
肺
を
５
分

の
１
切
除
し
て
、
不
幸
中
の
幸
い
か
１

週
間
で
退
院
出
来
ま
し
た
。
さ
ら
に
肺

が
ん
の
検
査
中
に
前
立
腺
が
ん
も
見
つ

か
り
、
現
在
も
ホ
ル
モ
ン
治
療
中
で
す
。

と
い
う
わ
け
で
、
昨
年
は
入
退
院
の

一
年
で
散
々
で
し
た
が
、
見
方
を
変
え

れ
ば
一
気
に
悪
い
も
の
を
取
り
払
っ
て
、

残
り
の
人
生
を
謳
歌
で
き
る
準
備
が
整

っ
た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

１６
年
目
の
透
析
生
活
で
す
が
、
今
年

は
正
し
い
？
透
析
生
活
を
実
践
す
る
こ

と
を
誓
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
①
１
日

３
０
０
０
歩
以
上
歩
く
こ
と
。
②
食
事

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
る
こ
と
。
③
休
肝

日
を
２
日
以
上
取
る
こ
と
。

④
１
日
を
明
る
く
楽
し
く
生
き
る
こ
と
。

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や

る
一
年
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
さ

ら
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
が
、
事

務
局
は
３
人
の
事
務
局
員
で
頑
張
っ
て

維
持
し
て
い
き
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
全
腎
協
の
５０
周
年
記

念
事
業
（
祝
賀
会
、
全
国
大
会
）
は
一

年
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２

０
２
２
年
は
東
腎
協
の
５０
周
年
記
念
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
情
勢
の
中
、

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
今
が
患
者
会
活
動

の
節
目
だ
と
思
い
ま
す
。

齢よ
わ
い

７１
で
す
が
、
ご
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
老
体
に
鞭
打
っ
て
？
も
う
ひ

と
踏
ん
張
り
す
る
覚
悟
で
す
。
会
員
の

皆
様
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い

で
、
２
０
２
１
年
を
有
意
義
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。
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日
時
：
２
０
２
０
年
１０
月
２９
日
（
木
）

９
：
００
～
１０
：
００

場
所
：
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

出
席
者
：
神
奈
川
工
科
大
学
臨
床
工
学

科　

川
﨑　

路
浩
氏
（
東
京
都
透
析
医

会
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ
担
当
）・
東
邦
大
学

医
療
セ
ン
タ
ー
大
橋
病
院
臨
床
工
学
部

岡
本
裕
美
氏
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ

ム
ズ
（
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ
開
発
企
業
）
石

田
氏
、
渡
辺
氏
、
和
田
氏
・
一
般
社
団

法
人
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
フ
ッ
ド
宿
野
部
氏

・
東
腎
協　

戸
倉

東
京
都
透
析
医
会
が
運
用
し
て
い
る

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ 

Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ
の
患
者

戸
倉
振
一

Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ
患
者
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
構
築
会
議
報
告

機
能
と
し
て
の
患
者
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
つ
い
て
、
透
析
医
会
の
医
師
、
看
護

師
、
厚
生
労
働
省
に
確
認
し
て
い
た
だ

き
、
医
療
者
側
と
し
て
、
こ
ん
な
形
で

行
け
た
ら
ど
う
か
と
い
う
も
の
が
決
ま

っ
た
の
で
、
そ
れ
を
確
認
し
、
意
見
交

換
を
し
た
。

１
．
利
用
登
録
個
人
情
報

（
１
）
ロ
グ
イ
ン
情
報　

Ｉ
Ｄ
（
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
）、
パ
ス
ワ
ー
ド

（
２
）
登
録
情
報

名
前
（
漢
字
）、
名
前
（
か
な
）、
郵
便

番
号
（
都
道
府
県
、
市
区
町
村
、
詳
細
）、

住
所
、
生
年
月
日
、
個
人
情
報
保
護
方

針
へ
の
同
意
チ
ェ
ッ
ク

２
．�

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ 
Ｄ
Ｉ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｓ
の

４
つ
の
患
者
機
能

（
１
）
患
者
カ
ー
ド
（
透
析
情
報
）
の

登
録
・
編
集
・
閲
覧

登
録
：
①
医
療
安
全
上
の
観
点
か
ら
患

者
と
医
療
側
が
協
力
し
て
入
力
す
る
方

向
を
見
出
す
必
要
が
あ
る
。

②
透
析
に
至
っ
た
原
疾
患
、
透
析
導
入

年
月
日
、
血
液
型
、
目
標
体
重
（
ド
ラ

イ
ウ
ェ
イ
ト
）

③
透
析
曜
日
、
透
析
時
間
、
透
析
器
、

血
流
量
、
穿
刺
部
位
、
抗
凝
固
剤
、
注

射
液
の
投
与

④
禁
忌
薬
、
合
併
症
、
透
析
中
の
血
圧

低
下
、
透
析
中
の
問
題
点
、
通
常
時
の

心
胸
比
な
ど

編
集
：
透
析
条
件
変
更
履
歴
表
示

閲
覧
：
か
か
り
つ
け
医
、
災
害
時
受
入

先
、
災
害
対
策
を
行
う
関
係
者
で
閲
覧

権
限
を
付
与
さ
れ
た
者

（
２
）
安
否
情
報
の
登
録
・
閲
覧

①
災
害
時
に
患
者
の
安
否
情
報
が
か
か

り
つ
け
医
に
送
信
さ
れ
る
。

②
患
者
か
ら
も
安
否
の
発
信
を
行
う
こ

と
で
、
施
設
と
も
協
力
し
あ
い
な
が
ら

安
否
確
認
を
す
る
。

（
３
）
か
か
り
つ
け
医
へ
の
連
絡

ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
か
か
り
つ
け
医

へ
電
話
す
る
機
能
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
場
合
）

（
４
）
情
報
共
有
機
能

普
段
か
ら
、
使
い
慣
れ
て
お
く
必
要
が

あ
る
の
で
、
災
害
に
備
え
た
心
得
や
災

害
時
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
な
ど

の
災
害
対
策
に
関
す
る
情
報
提
供
等
を
、

患
者
側
と
一
緒
に
な
っ
て
今
後
作
り
込

ん
で
い
く
。

①
既
存
の
関
連
団
体
の
サ
イ
ト
と
の
最

新
情
報
の
リ
ン
ク
を
掲
載
（
Ｊ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

形
式
デ
ー
タ
を
採
用
）

②
読
み
物
と
し
て
、
災
害
時
の
教
訓
、

体
験
談
の
掲
載
。

③
透
析
食
無
償
サ
イ
ト
運
営
企
業
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
を

検
討
中
。

④
災
害
時
透
析
食
に
つ
い
て
は
透
析
医

会
の
先
生
、
看
護
師
さ
ん
監
修
し
た
コ

ン
テ
ン
ツ
を
検
討
中
。

⑤
広
告
収
入
と
し
て
、
透
析
旅
行
関
係

と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
も
検
討
し
た
い
。

３
．
そ
の
他

（
１
）
今
後
は
、
患
者
側
か
ら
何
人
か

入
れ
て
本
シ
ス
テ
ム
の
使
用
を
試
し
て

い
き
た
い
。

（
２
）
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
、
全
国
展

開
し
て
行
き
た
い
。

（
３
）
現
状
は
透
析
医
会
の
関
係
者
が

運
営
し
て
い
る
。
こ
の
先
、
継
続
し
て

い
く
た
め
の
資
金
調
達
が
必
要
。

（
４
）
行
政
の
支
援
が
必
要
だ
が
、
公

助
を
受
け
る
の
は
患
者
が
ど
れ
だ
け
使

う
の
が
、
注
目
さ
れ
る
。

（
５
）
本
サ
イ
ト
の
必
要
性
を
患
者
に

説
明
す
る
た
め
に
は
、
平
時
や
災
害
時

に
患
者
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ど
の

よ
う
に
情
報
共
有
し
活
用
す
る
の
か
の

フ
ロ
ー
図
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

事
務
局
三
好　

か
お
り

全
腎
協
相
談
員
研
修
会

１
月
７
日
（
土
）
１４
：
００
～
Ｗ
ｅ
ｂ
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は
、
た
ぶ
ん
ワ
ク
チ
ン
が
使
用
出
来
る

様
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見
通
し

を
し
て
い
る
。
と
の
講
演
で
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
相
談
員
研
修
会
が
２０

分
程
あ
り
、
事
例
検
討
（
事
前
資
料
）

を
基
に
、
各
県
腎
協
に
様
々
な
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
ク
レ

ー
ム
・
障
害
者
年
金
・
通
院
費
用
負
担

・
穿
刺
ミ
ス
・
仕
事
等

多
岐
に
わ
た
っ
て
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
対
応
を
経
験
し
て
い
る
県

腎
協
か
ら
話
が
聞
け
た
。
時
間
が
少
な

か
っ
た
為
、
詳
し
く
は
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
し
、
後
日
ま
と
め
た
も
の
が
送
ら
れ

て
く
る
予
定
で
あ
る
。

の
司
会
で
会
議
は
進
行
し
ま
し
た
。

１
・
報
告
事
項

�

①
全
腎
協
５０
周
年
式
典
・
全
国
大
会

（
東
京
）
の
報
告

②
全
腎
協
活
動
報
告

③
そ
の
他
の
県
腎
協
か
ら
の
報
告

２
・
審
議
検
討
事
項

①
会
計
報
告

②
今
回
の
千
葉
会
議
支
出

�

③
全
腎
協
全
国
大
会
ｉｎ
東
京
へ
の
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
助
成
金
の
使
途
に
つ
い

て今
年
度
諸
行
事
が
開
催
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
各
県
腎
協
に
１０
万
円
の
助

成
金
が
配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

リ
モ
ー
ト
会
議
は
今
後
定
期
的
に
行

い
、
情
報
交
換
を
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
１２
月
６
日
、
第
８７
回
全

腎
協
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
ｉｎ
千
葉
が
開

催
さ
れ
た
。
夏
季
に
予
定
さ
れ
た
栃
木

開
催
が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
中

止
と
な
り
、
今
回
も
厳
し
い
情
勢
で
し

た
が
、
各
県
の
要
望
も
あ
っ
て
リ
モ
ー

ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
県
の
千
腎
協
小
川
光
雄
会
長
の

挨
拶
の
あ
と
、
全
腎
協
馬
上
和
久
理
事

ｉｎ
千
葉
（
リ
モ
ー
ト
会
議
）

第
８７
回
全
腎
協
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

に
て
第
１８
回
相
談
員
研
修
会
が
行
わ
れ

た
。
コ
ロ
ナ
過
で
初
め
て
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の

開
催
と
な
っ
た
。
全
国
か
ら
２９
名
の
各

県
腎
協
議
会
と
全
腎
協
理
事
４
名
、
合

計
３３
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

最
初
に
日
本
透
析
医
会
副
会
長
の
篠

田
俊
雄
（
感
染
防
止
対
策
部
会
担
当
理

事
）
つ
く
ば
国
際
大
学
医
療
保
健
学
部

教
授
に
よ
る「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
」

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

７
月
３
日
ま
で
の
統
計
で
は
全
国
で

透
析
患
者
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
罹
患
し
た
場
合
、
平
均
改
善
し
た
方

は
２８
・
３
％
、
死
亡
し
た
方
は
１２
・
１

％
、
死
亡
率
は
２６
・
７
％
と
な
っ
て
い

る
。
酸
素
を
使
う
方
が
７
割
に
の
ぼ
る
。

平
均
年
齢
が
高
い
事
が
要
因
の
１
つ
で

あ
る
。

透
析
患
者
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
数
は
東
京
都
が
全
体
の
三
分
の
一
を

占
め
て
い
る
。

１０
月
３０
日
、
全
国
感
染
者
２
８
７
名

死
亡
４３
名
、
東
京
都
感
染
者
８３
名
死
亡

１７
名
と
な
っ
て
い
る
。
前
記
の
注
意
事

項
も
発
信
し
て
い
る
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
時
と
比
較
し
な
が
ら
の

解
説
も
有
り
、
２
０
２
１
年
の
春
頃
に

Webで行なわれた、関東ブロック会議

透析患者の致死率

年齢 致死率

４０歳代 ５％

５０歳代 ２０％

６０歳代 ２０％前後

７０歳代 ４０％以上

８０歳以上 ４０％前後
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日
本
透
析
医
学
会
資
料

２
０
１
９
年
末
透
析
患
者
の
現
況

表 １　２０１９年末わが国の慢性透析療法の現況

施設調査による集計
対象施設数 ４，４８７施設 ２９施設増 ０．７％増
回収施設数 ４，４１１施設 ９ 施設増 ０．２％増

設備 ベッドサイドコンソール台数 １４１，５２０台 １，６３３台増 １．２％増

能力
同時透析能力 １３９，８３９人 １，６８４人増 １．２％増
最大収容能力 ４６４，６１５人 ６，０１８人増 １．３％増

施設調査による集計

治療方法 通院 入院 合計

血液透析等

血液透析（ＨＤ） １６３，９００ （５２．３） ２３，８３８ （７５．６） １８７，７３８ （５４．５）
血液透析濾過（ＨＤＦ） １３７，５５２ （４３．９） ７，１３４ （２２．６） １４４，６８６ （４２．０）
血液濾過（ＨＦ） １９ （０．０） １２ （０．０） ３１ （０．０）
血液吸着透析 １，４２５ （０．５） ８０ （０．３） １，５０５ （０．４）
在宅血液透析 ７５４ （０．２） ６ （０．０） ７６０ （０．２）

腹膜透析等

腹膜透析（ＰＤ） ７，６４７ （２．４） ３７０ （１．２） ８，０１７ （２．３）
週 １ 回のＨＤ（Ｆ）等との併用 １，６２０ （０．５） ５５ （０．２） １，６７５ （０．５）
週 ２ 回のＨＤ（Ｆ）等との併用 １２２ （０．０） ６ （０．０） １２８ （０．０）
週 ３ 回のＨＤ（Ｆ）等との併用 ２４ （０．０） ６ （０．０） ３０ （０．０）
上記以外の併用 ６３ （０．０） ７ （０．０） ７０ （０．０）

小計 ９，４７６ （３．０） ４４４ （１．４） ９，９２０ （２．９）
２０１９年末透析患者総数 ３１３，１２６ （１００．０） ３１，５１４ （１００．０） ３４４，６４０ （１００．０）
かっこ内は列方向の合計に対する％です。

人口１００万対比 ２，７３１．６人 ４３．９人増 １．６％増

２０１９年末透析患者のうち、夜間透析患者数 ３２，０２７人 ４８３人増 １．５％増

２０１９年ＨＤ（Ｆ）等で新規に透析導入した患者数 ３８，２２８人
２０１９年ＰＤで新規に透析導入した患者数 ２，６５７人
２０１９年新規導入患者総数 ４０，８８５人 ４１７人増 １．０％増

２０１９年透析患者死亡数 ３４，６４２人 ７７９人増 ２．３％増

患者調査票による集計

透析歴 男性 女性 合計 記載なし 総計
２年未満 ５１，０７１ （２３．４） ２２，４９０ （１９．７） ７３，５６１ （２２．１） ７３，５６１ （２２．１）
２年～ ５７，７４５ （２６．４） ２６，８１７ （２３．５） ８４，５６２ （２５．４） ８４，５６２ （２５．４）
５年～ ５４，９４７ （２５．２） ２７，４６９ （２４．１） ８２，４１６ （２４．８） ８２，４１６ （２４．８）
１０年～ ２６，２８４ （１２．０） １５，１２９ （１３．３） ４１，４１３ （１２．５） ４１，４１３ （１２．５）
１５年～ １３，２６３ （６．１） ９，１１７ （８．０） ２２，３８０ （６．７） ２２，３８０ （６．７）
２０年～ ７，２１０ （３．３） ５，７４２ （５．０） １２，９５２ （３．９） １２，９５２ （３．９）
２５年～ ３，９６２ （１．８） ３，５３２ （３．１） ７，４９４ （２．３） ７，４９４ （２．３）
３０年～ ２，１３０ （１．０） １，９９７ （１．８） ４，１２７ （１．２） ４，１２７ （１．２）
３５年～ １，１２７ （０．５） １，０６９ （０．９） ２，１９６ （０．７） ２，１９６ （０．７）
４０年～ ６１７ （０．３） ５８２ （０．５） １，１９９ （０．４） １，１９９ （０．４）
合計 ２１８，３５６ （１００．０） １１３，９４４ （１００．０） ３３２，３００ （１００．０） ３３２，３００ （１００．０）
不明 １７３ ９３ ２６６ ２６６

記載なし ２３ １０ ３３ ３３
総計 ２１８，５５２ １１４，０４７ ３３２，５９９ ３３２，５９９
平均 ６．８２ ８．３７ ７．３５ ７．３５

標準偏差 ７．２３ ８．４４ ７．７０ ７．７０
※透析歴別患者数は患者調査票より算出。
　かっこ内は列方向の合計に対する％です。

最長透析歴 ５１年 ４ ヶ月
※最長透析歴は患者調査票より算出。
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医
療
法
人
財
団　

健
康
文
化
会

小

豆

沢

病

院

院

長　

一
瀬　

隆
広

〒
一
七
四
―
八
五
〇
二　

東
京
都
板
橋
区
小
豆
沢
一
丁
目
六
番
八
号

☎　

〇
三
―
三
九
六
六
―
八
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
―
三
九
六
六
―
〇
一
五
一

医
療
法
人
社
団

菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

古
川　
　

猛

〒
１
３
０
―
０
０
２
４

東
京
都
墨
田
区
菊
川
２
―
１１
―
１

☎
０
３
（
５
６
０
０
）
２
２
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
０
０
）
０
８
０
５

医
療
法
人
社
団　

君
真
光

寺

田

病

院

理
事
長　

寺
田　

光
男

〒
１
６
８
―
０
０
８
１

東
京
都
杉
並
区
宮
前
５
丁
目
１８
番
１６
号

☎
０
３
（
３
３
３
２
）
１
１
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
３
２
）
６
７
６
５

医
療
法
人
財
団

織

本

病

院

理
事
長　

高
木　

由
利

〒
２
０
４
―
０
０
０
２

東
京
都
清
瀬
市
旭
が
丘
１
―
２
６
１

☎
０
４
２
（
４
９
１
）
２
１
２
１

医
療
法
人
社
団　

三
友
会

あ

け

ぼ

の

病

院

理
事
長　

南
郷　

俊
明

〒
１
９
４
―
０
０
２
１

東
京
都
町
田
市
中
町
１
丁
目
２３
番
３
号

☎
０
４
２
（
７
２
８
）
１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
７
２
８
）
８
４
６
９

医
療
法
人
社
団　

光
靖
会

井

口

腎

泌

尿

器

科

理
事
長　

井
口　

靖
浩

院
長　

戸
田　

直
裕

〒
１
２
５
―
０
０
６
１

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
３
―
７
―
７
サ
ン
セ
リ
テ
鞠
子

３
階
３
号
室

☎
０
３
（
３
８
３
８
）
８
７
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
８
３
８
）
８
７
２
３

医
療
法
人
社
団　

光
靖
会

井
口
腎
泌
尿
器
科
・
内
科　

新
小
岩

理
事
長　

井
口　

靖
浩

院
長　

安
東　

克
之

〒
１
２
４
―
０
０
２
４

東
京
都
葛
飾
区
新
小
岩
１
―
４９
―
１０

第
５
デ
リ
カ
ビ
ル
５
・
６
・
７
階

☎
０
３
（
６
２
３
１
）
５
９
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
６
２
３
１
）
５
９
３
２

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
生
会

す
な
が
わ
相
互
診
療
所

所
長　

小
泉　

博
史

〒
１
９
０
―
０
０
０
２

東
京
都
立
川
市
幸
町
５
丁
目
９
番
２
号

☎
０
４
２
（
５
３
８
）
１
５
０
２

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

大
泉
学
園
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

草
場　
　

岳

〒
１
７
８
―
０
０
６
３　

東
京
都
練
馬
区
東
大
泉

５
―
４０
―
２４

サ
ン
ダ
リ
オ
ン
ビ
ル
３
―
５
Ｆ

☎
０
３
（
５
９
４
７
）
５
６
８
１

社
会
福
祉
法
人　

樹
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

大
井
苑

理
事
長　

富
家　

隆
樹

〒
３
５
６
―
０
０
５
４

埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
大
井
武
蔵
野
１
２
７
７
―
１

☎
０
４
９
（
２
６
２
）
８
６
８
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
９
（
２
５
６
）
５
３
０
０

社
会
福
祉
法
人　

樹
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

四
街
道
苑

理
事
長　

富
家　

隆
樹

〒
２
８
４
―
０
０
０
８

千
葉
県
四
街
道
市
鹿
放
ヶ
丘
５
９
３
―
３

☎
０
４
３
（
３
０
４
）
８
１
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
３
（
３
０
４
）
８
１
６
３

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
生
会

羽

村

相

互

診

療

所

所
長　

小
林　

重
雄

〒
２
０
５
―
０
０
２
３

東
京
都
羽
村
市
神
明
台
１
―
３０
―
５

☎
０
４
２
―
５
５
４
―
５
４
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
―
５
５
５
―
３
１
５
１

今
年
も
が
ん
ば
り
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
腎
臓
病
協
議
会

会

長　

戸
倉　

振
一

副
会
長
・
中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

古
暮　
　

宏

副
会
長
・
多
摩
部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

梅
原　

秀
孝

副
会
長
・
北

部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

榊
原　

靖
夫

副
会
長
・
東

部
ブ
ロ
ッ
ク
長　

酒
井　
　

豊

事
務
局
長　

板
橋　

俊
司

事
務
局
次
長　

三
好
か
お
り

監

事　

山
口　
　

登

監

事　

岡
田　

和
友

理

事　

金
井　

信
憲

小
林　

正
和

須
賀　

春
美

関
口　

新
一

長
澤　
　

浩

中
野　

雄
蔵

根
津　

恵
子

野
口　

忠
男

松
本　

茂
利

村
越　

京
子

横
溝
久
美
子

山
田　

裕
美

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

二
〇
二
一
年
一
月
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

二
〇
二
一
年
一
月

医
療
法
人
社
団　

秀
佑
会

東

海

病

院

院
長　

江
本　

秀
斗

〒
１
７
６
―
０
０
２
３

東
京
都
練
馬
区
中
村
北
２
丁
目
１０
番
１１
号

☎
０
３
（
３
９
９
９
）
１
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
９
９
９
）
７
０
２
７

腎
ク
リ
ニ
ッ
ク
高
野
台

院
長　

松
井　

道
大

〒
１
７
７
―
０
０
３
３　

東
京
都
練
馬
区
高
野
台

１
丁
目
３
番
７
号
Ｎ
Ｆ
プ
ラ
ザ
Ⅱ
３
階

☎
０
３
（
５
９
１
０
）
３
１
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
１
０
）
３
１
２
３

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

十
条
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

秋
元　

寛
正

〒
１
１
４
―
０
０
３
４

東
京
都
北
区
上
十
条
２
丁
目
１３
番
１
号

ガ
ー
デ
ニ
ア
４
階

☎
０
３
（
３
９
０
８
）
２
４
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
９
０
８
）
２
４
３
０

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

望
星
田
無
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

福
井　

光
峰

〒
１
８
８
―
０
０
１
１

　

東
京
都
西
東
京
市
田
無
町
２
丁
目
２１
番
地
１２
号

☎
０
４
２
（
４
６
４
）
５
７
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
４
６
１
）
４
８
３
８

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

西
尾　

信
一
郎

〒
１
２
４
―
０
０
２
３

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
５
―
２０
―
２２

☎
０
３
（
３
６
９
４
）
５
６
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
９
４
）
５
６
２
８

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

望
星
新
宿
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

高
橋　

俊
雅

〒
１
５
１
―
０
０
５
３

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
２
丁
目
９
番
２
号
久
保
ビ
ル
３
階

☎
０
３
（
３
３
７
６
）
０
１
９
１

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

望
星
西
新
宿
診
療
所

院
長　

中
尾　

俊
之

〒
１
６
０
―
０
０
２
３

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
３
丁
目
１２
番
１２
号

☎
０
３
―
５
３
０
４
―
５
６
５
５

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

望
星
赤
羽
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

西
岡　

由
布

〒
１
１
５
―
０
０
４
５　

東
京
都
北
区
赤
羽

２
丁
目
１１
番
３
号

☎
０
３
―
３
９
０
２
―
０
２
５
５

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

練
馬
高
野
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

鈴
木　

重
伸

〒
１
７
７
―
０
０
３
３　

東
京
都
練
馬
区
高
野
台

１
―
８
―
１５

☎
０
３
（
５
３
７
２
）
６
１
５
１

医
療
法
人
社
団　

松
和
会

新
線
池
袋
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

石
澤　

健
一

〒
１
７
１
―
０
０
２
１　

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋

１
―
１０
―
１０　

東
武
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
４
階

☎
０
３
（
５
９
１
１
）
１
２
５
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
１
１
）
１
２
６
０

新
小
岩
ク
リ
ニ
ッ
ク
船
堀

院
長　

武
田　

之
彦

〒
１
３
４
―
０
０
９
１

東
京
都
江
戸
川
区
船
堀
４
―
４
―
２４

☎
０
３
（
３
６
８
８
）
９
９
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
８
８
）
９
９
７
３

医
療
法
人
社
団　

自
靖
会

自
靖
会
親
水
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

北
村　

唯
一

〒
１
３
２
―
０
０
３
３

東
京
都
江
戸
川
区
東
小
松
川
２
―
７
―
１

☎
０
３
（
５
６
６
１
）
３
８
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
７
４
）
７
０
３
６

医
療
法
人
社
団
　
心
施
会

理
事
長　

杉
崎　

健
太
郎

☎
０
４
２
（
３
６
６
）
８
９
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
３
３
４
）
２
６
０
１

府
中
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

篠
村　

裕
之

〒
１
８
３
―
０
０
５
５

東
京
都
府
中
市
府
中
町
１
―
８
―
１

第
７
三
ツ
木
ビ
ル
６
Ｆ
・
７
Ｆ

☎
０
４
２
（
３
６
６
）
８
９
０
９

南
大
沢
パ
オ
レ
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

岩
本　

八
千
代

〒
１
９
２
―
０
３
６
４

東
京
都
八
王
子
市
南
大
沢
２
―
２
パ
オ
レ
５
Ｆ

☎
０
４
２
（
６
７
７
）
４
４
７
７

八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

小
俣　

百
世

〒
１
９
２
―
０
０
８
２　

東
京
都
八
王
子
市
東
町

７
―
６　

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
八
王
子
７
Ｆ
・
８
Ｆ

☎
０
４
２
（
６
４
６
）
６
９
９
６

平
山
城
址
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

杉
崎　

健
太
郎

〒
１
９
１
―
０
０
４
３
東
京
都
日
野
市
平
山

５
―
３８
―
１　

平
山
城
址
公
園
駅
前
ビ
ル

☎
０
４
２
（
５
９
９
）
２
３
１
１
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し
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う
ご
ざ
い
ま
す�

二
〇
二
一
年
一
月

医
療
法
人
社
団

清

光

会

理
事
長　

横
山　

志
郎

〒
２
４
９
―
０
０
０
１

神
奈
川
県
逗
子
市
久
木
４
丁
目
２５
番
８
号

☎
０
４
６
（
８
７
３
）
７
１
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
６
（
８
７
３
）
９
９
９
１

特
定
医
療
法
人　

清
湘
会

清

湘

会

記

念

病

院

理
事
長　

佐
々
木　

成

〒
１
３
６
―
０
０
７
１

東
京
都
江
東
区
亀
戸
２
丁
目
１７
番
２４
号

☎
０
３
（
３
６
３
６
）
２
３
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
６
３
６
）
２
３
０
９

医
療
法
人
社
団　

や
よ
い
会

立
石
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

遠
藤　
　

聡

〒
１
２
４
―
０
０
１
２　

東
京
都
葛
飾
区
立
石

８
―
１
―
２　

賛
生
会
ビ
ル
２
階
・
３
階

☎
０
３
（
５
６
７
２
）
２
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
７
２
）
２
１
５
５

医
療
法
人
社
団　

菅
沼
会

人
工
透
析
・
夜
間
透
析
・
在
宅
透
析

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷

理
事
長
・
院
長　

菅
沼　

信
也

〒
１
５
７
―
０
０
６
２

東
京
都
世
田
谷
区
南
烏
山
４
丁
目
２１
番
１４
号

☎
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
０

医
療
法
人
社
団　

駿
昭
会

小

池

内

科

院
長　

原
澤　

信
介

〒
１
０
２
―
０
０
７
１

東
京
都
千
代
田
区
富
士
見
町
２
丁
目
１３
番
１６
号
上
田
ビ
ル

☎
０
３
（
３
２
６
５
）
０
２
０
３

医
療
法
人
社
団　

晴
仁
会

幸
町
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

渡
辺
賀
寿
雄

〒
１
９
０
―
０
０
０
４

東
京
都
立
川
市
柏
町
４
丁
目
１
番
１
号

☎
０
４
２
（
５
３
６
）
３
０
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
３
６
）
３
２
６
９

医
療
法
人
社
団　

晴
仁
会

立
川
北
口
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

檜
垣　

昌
夫

院
長　

石
原　

理
裕

〒
１
９
０
―
０
０
１
２　

東
京
都
立
川
市
曙
町

１
丁
目
３１
番
２
号
遠
藤
創
進
ビ
ル
三
階

☎
０
４
２
（
５
２
３
）
２
２
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
２
３
）
２
４
０
０

医
療
法
人
社
団　

長
尽
会

長

久

保

病

院

三

和

ク

リ

ニ

ッ

ク

理
事
長　

桑
原　

勝
孝

〒
１
８
６
―
０
０
１
１

東
京
都
国
立
市
谷
保
６
９
０
７
番
地
の
１

☎
０
４
２
（
５
７
１
）
２
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
５
７
１
）
２
２
８
８

練
馬
桜
台
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

永
野　

正
史

〒
１
７
６
―
０
０
１
２

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北
４
丁
目
１１
番
９
号

☎
０
３
（
５
９
９
９
）
０
７
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
９
９
）
０
８
２
３

医
療
法
人
社
団　

春
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

飯
田
橋
春
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

春
口　

洋
昭

〒
１
０
２
―
０
０
７
２　

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋

３
丁
目
９
―
３　

Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ザ
２
Ｆ

☎
０
３
（
５
２
１
５
）
１
５
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
２
１
５
）
１
５
１
９

南
青
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

鈴
木　

孝
子

〒
１
０
７
―
０
０
６
２　

東
京
都
港
区
南
青
山

７
―
８
―
８
―
１
０
１

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
６
８
０
５
）
１
８
３
６

医
療
法
人
社
団　

や
よ
い
会

あ
や
せ
駅
前
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

榎
本　

美
穂

〒
１
２
０
―
０
０
０
５　

東
京
都
足
立
区
綾
瀬

３
―
１６
―
４　

と
う
し
ん
ビ
ル
５
・
６
階

☎
０
３
（
５
６
９
７
）
８
２
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
６
９
７
）
８
２
８
２

医
療
法
人
社
団　

腎
と
水

新
中
野
透
析
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長　

津
田　

信
次

ス
タ
ッ
フ
一
同

〒
１
６
４
―
０
０
１
２　

東
京
都
中
野
区
本
町

３
丁
目
２３
番
３
号
新
中
野
Ａ
Ｍ
―
Ⅰ
ビ
ル
１
階

☎
０
３
（
３
３
７
０
）
８
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
７
０
）
８
１
２
９

医
療
法
人
伯
鳳
会

東

京

曳

舟

病

院

病
院
長　

山
本　

保
博

〒
１
３
１
―
０
０
３
２

東
京
都
墨
田
区
東
向
島
２
丁
目
２７
―
１

☎
０
３
―
５
６
５
５
―
１
１
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
５
６
５
５
―
１
１
２
１

亀
戸
畠
山
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

畠
山　

卓
弥

〒
１
３
６
―
０
０
７
１

東
京
都
江
東
区
亀
戸
２
―
４
２
―
５

亀
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
４
階

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
６
８
８
５
）
３
３
４
１

東
武
練
馬
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長　

目
良　

純
一
郎

〒
１
７
５
―
０
０
８
３

東
京
都
板
橋
区
徳
丸
３
―
１１
―
２

☎
０
３
（
５
９
２
２
）
３
５
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
９
９
）
６
８
８
０
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

二
〇
二
一
年
一
月

読
者
の
皆
様

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
腎
友
会

会
員
一
同

吉
祥
寺
あ
さ
ひ
病
院
・
吉
祥
寺
ク
リ
ニ
ッ
ク
内

東
京
障
害
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

所
長　

杉
野　

賢
一

〒
１
２
０
―
０
０
３
４　

東
京
都
足
立
区
千
住

１
―
４
―
１　

東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
１３
階
５
号

☎
０
３
―
３
８
８
８
―
６
６
１
４

ベ
ー
タ
食
品
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

原　
　

年
秀

〒
５
３
１
―
０
０
７
６　

大
阪
市
北
区
大
淀
中

１
―
１
６
―
１
０　

高
石
ビ
ル
５
階

☎
０
８
０
０
―
１
１
１
―
３
２
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
２
０
―
９
８
９
―
８
３
１

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

通
院
移
送
セ
ン
タ
ー　

タ
ン
ポ
ポ

理
事
長　

小
野
崎　

勝

〒
１
７
６
―
０
０
１
２　

東
京
都
練
馬
区
豊
玉
北

４
丁
目
１２
番
１３
号
ノ
イ
メ
ゾ
ン
桜
台
１
階

☎
０
３
―
６
７
５
１
―
７
３
７
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
６
７
５
１
―
７
３
７
４

（
携
帯
）
０
８
０
―
３
２
０
４
―
０
２
２
６

扶
桑
薬
品
工
業
株
式
会
社

　

東
京
第
一
支
店

取
締
役
支
店
長　

松
井　

幸
信

〒
１
０
３
―
０
０
２
３

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
２
丁
目
４
番
５
号

☎
０
３
（
５
２
０
３
）
７
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
２
０
３
）
７
０
８
８

あ
か
つ
き
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

大
久
保　

豊

〒
１
５
１
―
０
０
５
１　

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷

４
の
２５
の
２　

Ａ
Ｐ
ビ
ル

☎
０
３
（
３
４
９
７
）
０
５
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
４
９
７
）
０
０
４
３

謹
賀
新
年

勝

和

な

ご

み

会

会
長　

土
田　
　
　

孝

　

会
員
一
同

清
湘
会
記
念
病
院
腎
友
会

会
長　

野
口　

忠
男

　

他
会
員
一
同

〒
１
３
６
―
０
０
７
１

東
京
都
江
東
区
亀
戸
２
丁
目
１７
番
２４
号

☎
０
３
（
３
６
３
６
）
２
３
０
１

松

和

患

者

会

　

西
新
宿
支
部

　

新
宿
南
口
支
部

〒
１
５
１
―
０
０
５
３

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
２
―
９
―
２
久
保
ビ
ル
３
階

望
星
新
宿
南
口
ク
リ
ニ
ッ
ク
内

☎
０
９
０
―
８
０
５
２
―
４
２
０
７
（
遠
藤
携
帯
）

謹
賀
新
年

新
江
東
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

会
長　

金
井　

信
憲　
副
会
長　

廣
田　

昭
弘

会
計　

高
橋　
　

修　
　

監
査　

上
松　

一
郎

監
査　

隠
岐　
　

登　
　
　
　
　

他
会
員
一
同

〒
１
３
０
―
０
０
１
３

東
京
都
墨
田
区
錦
糸
１
―
７
―
１３

☎
０
３
（
５
６
３
７
）
６
９
２
０

社
会
医
療
法
人
社
団　

健
友
会

中
野
共
立
病
院
腎
友
会
・
絆
の
会

〒
１
６
４
―
０
０
０
１

東
京
都
中
野
区
中
野
５
丁
目
４４
番
７
号

☎
０
３
（
３
３
８
６
）
３
１
６
６

透
析
室
０
３
（
３
３
８
６
）
９
１
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
８
６
）
９
１
０
８

エ
ル
ピ
ス
株
式
会
社

常
務
取
締
役　

堀
江　

好
美

〒
５
３
２
―
０
０
１
１

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
４
丁
目
６
―
２９

第
３
ユ
ヤ
マ
ビ
ル
２
０
１

☎
０
６
―
６
１
０
０
―
５
０
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
―
６
１
０
０
―
５
０
２
０

株
式
会
社　

東
京
在
宅
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役　

中
野
宏
次
郎

〒
１
６
０
―
０
０
２
２　

東
京
都
新
宿
区
新
宿

１
丁
目
５
番
４
号
Ｙ
Ｋ
Ｂ
マ
イ
ク
ガ
ー
デ
ン
２
０
１

☎
０
３
（
３
３
５
４
）
０
３
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
３
５
４
）
０
３
７
３

ａ
ｄ　

ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ

グ
リ
ー
ン
ル
ー
プ
合
同
会
社

〒
１
０
７
―
０
０
５
２

　

東
京
都
港
区
赤
坂
２
丁
目
１２
番
地
１３
号

ぬ
の
う
ら
ビ
ル
５
Ｆ

☎
０
３
（
６
２
７
７
）
６
５
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
５
０
５
）
８
５
０
８

ジ
ー
プ
ラ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

長
谷
川
貴
一

〒
１
０
１
―
０
０
３
２

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
１
―
３
―
３

☎
０
３
―
３
８
６
４
―
１
２
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
―
３
８
６
４
―
１
２
４
４

株
式
会
社　

教
宣
文
化
社

代
表
取
締
役　

成
瀬　

大
輔

〒
３
５
９
―
０
０
１
２埼

玉
県
所
沢
市
坂
之
下
７
９
４

☎
０
４
（
２
９
４
４
）
４
３
２
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
（
２
９
４
６
）
０
１
１
８
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全
腎
協
５０
周
年
記
念
事
業

（
祝
賀
会
、
全
国
大
会
）
に
つ
い
て

１
月
７
日
、
全
腎
協
金
子
準
備
委
員

会
委
員
長
と
東
腎
協
実
行
委
員
の
戸
倉

会
長
・
板
橋
事
務
局
長
が
打
ち
合
わ
せ

た
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
首
都
圏
を
中
心
に
感
染
拡
大
を
起

こ
し
て
い
る
状
況
下
で
の
大
会
の
開
催

は
難
し
い
と
判
断
し
、
２
０
２
１
年
度

の
開
催
は
断
念
し
、
１
年
延
期
し
２
０

２
２
年
５
月
に
開
催
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。合
わ
せ
て
、１
月
２４
日（
日
）

開
催
の
全
腎
協
通
常
理
事
会
に
報
告
し
、

承
認
の
後
、
最
終
決
定
と
な
り
ま
す
。

２
０
２
２
年
度
は
東
腎
協
の
５０
周
年

記
念
で
も
あ
り
、
全
腎
協
と
の
合
同
記

念
大
会
の
開
催
の
可
能
性
に
つ
い
て
全

腎
協
通
常
理
事
会
に
提
案
す
る
よ
う
要

請
し
ま
し
た
。

謹
賀
新
年

菊
川
橋
ク
リ
ニ
ッ
ク
腎
友
会

　

会
員
一
同

〒
１
３
０
―
０
０
２
４

東
京
都
墨
田
区
菊
川
２
―
１１
―
１

☎
０
３
（
５
６
０
０
）
２
２
２
２

高

松

医

院

腎

友

会

　
会
長　

三
好　

か
お
り

〒
１
７
９
―
０
０
７
５練

馬
区
高
松
六
―
四
―
二
十
三

医
療
法
人　

社
団
蒼
生
会　

高
松
病
院
内

腎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
世
田
谷
患
者
友
の
会

会
長　

古
暮　
　

宏

〒
１
５
７
―
０
０
６
２

東
京
都
世
田
谷
区
南
烏
山
４
―
２１
―
１４

☎
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
９
６
９
）
４
９
７
０

森

山

友

の

会

会
長　

岸
里　
　

悟

　

他
会
員
一
同

〒
１
３
４
―
０
０
８
８

東
京
都
江
戸
川
区
西
葛
西
７
丁
目
１２
番
７
号

社
会
医
療
法
人
社
団
森
山
医
会

森
山
脳
神
経
セ
ン
タ
ー
病
院
透
析
セ
ン
タ
ー
内

☎
０
３
（
３
６
７
５
）
１
２
１
１

織

本

病

院

腎

友

会

会

長　

山
下　
　

賢　
副
会
長　

中
野　

雄
蔵

副
会
長　

宮
本　

弘
之　
会

計　

竹
内　

則
雄

　

監

査　

細
田
貴
代
美

〒
２
０
４
―
０
０
０
２

東
京
都
清
瀬
市
旭
が
丘
１
―
２
６
１

☎
０
４
２
（
４
９
１
）
２
１
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
４
９
１
）
６
６
５
４

柳
原
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク　

健
腎
会

会
長　

永
井　

昌
平

〒
１
２
０
―
０
０
２
３

東
京
都
足
立
区
千
住
曙
町
４
番
１６
号

☎
０
３
（
３
８
８
８
）
２
７
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
８
８
８
）
７
７
２
９

江
戸
川
区
腎
友
さ
つ
き
会

会
長　

戸
倉　

振
一

〒
１
３
４
―
０
０
８
５

東
京
都
江
戸
川
区
南
葛
西
１
丁
目
５
番
１
号

☎
０
３
（
５
６
５
８
）
０
７
５
７

医
療
法
人
社
団　

心
施
会

府
中
け
や
き
会
一
同

〒
１
８
３
―
０
０
５
５

東
京
都
府
中
市
府
中
町
１
丁
目
８
番
１
号

第
７
三
ツ
木
ビ
ル
６
Ｆ
・
７
Ｆ

☎
０
４
２
（
３
６
６
）
８
９
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
２
（
３
３
４
）
２
６
０
１

日
野
市
透
析
患
者
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

準
備
会

呼
び
か
け
人
（
日
野
）　

板
橋　

俊
司

（
平
山
）　

岡
田　

和
友

（
豊
田
）　

矢
野　
　

茂

（
高
幡
）　

田
中　

克
幸

（
百
草
）　

富
張　

理
子

日
野
・
高
幡
・
百
草
園
腎
友
会

会

長　

板
橋　

俊
司

副
会
長　

春
日　
　

清

副
会
長　

栗
木
美
智
子

会

計　

樋
渡　

恭
子

世
話
人　

長
田
由
紀
子

（
百
草
）
世
話
人　

富
張　

理
子

（
高
幡
）
世
話
人　

田
中　

克
幸

〒
１
９
１
―
０
０
１
１

�

住
所　

日
野
市
本
町
３
丁
目
11
番
地
１

�

☎
０
４
２
（
５
８
４
）
６
６
２
１

医
療
法
人
社
団　

心
施
会

八
王
子
東
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
桑
の
実
会
一
同

Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
前
通
り　

ダ
ビ
ン
チ
ビ
ル
７
～
８
Ｆ

☎
０
４
２
（
６
４
６
）
６
９
９
６

医
療
法
人
社
団　

心
施
会

平

山

腎

友

会

一

同

京
王
線
平
山
城
址
公
園
駅
前

東
京
都
日
野
市
平
山
５
―
３８
―
１

☎
０
４
２
（
５
９
９
）
２
３
１
１
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事
務
局
か
ら

ご
寄
付
御
礼

扶
桑
薬
品
工
業（
株
）東
京
第
一
支
店
様

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

青
い
鳥
は
が
き
寄
付
御
礼

親
水
ク
リ
ニ
ッ
ク
友
の
会

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
新
・
透
析
バ
ン
ザ
イ
」
た
く
さ
ん
の

ご
注
文
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

書
籍
担
当
　
松
山

透
析
患
者
で
あ
る
著
者
の
実
体
験
な

ど
を
も
と
に
、
透
析
の
基
礎
知
識
か
ら

就
職
、
運
動
、
患
者
会
を
は
じ
め
、
透

析
を
し
な
が
ら
幸
せ
に
生
き
る
方
法
を

マ
ン
ガ
で
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た

「
新
・
透
析
バ
ン
ザ
イ
」
が
去
年
の
６

月
に
刊
行
さ
れ
、
刊
行
さ
れ
た
当
初
は

A
m

azon

通
販
の
み
で
の
販
売
で
し
た
。

本
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
東
腎
協
の
会

員
さ
ま
よ
り
「
新
・
透
析
バ
ン
ザ
イ
」

は
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
ど
う
し

て
も
ご
購
入
し
た
い
の
で
す
が
。
と
事

務
局
に
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
数
件
あ

り
、
比
較
的
高
齢
な
東
腎
協
会
員
層
の

皆
さ
ま
に
は
、
購
入
手
段
がA

m
azon

通
販
の
み
だ
と
、
購
入
す
る
に
は
難
し

今
後
の
活
動
予
定

１０
月
～
３
月

第
５0
次
国
会
請
願
署
名
運
動

１
月
２３
日
（
土
）

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）

１
月
２４
日
（
日
）

第
３２
回
腎
臓
病
を
考
え
る
都
民
の
集

い
（
録
画
）
２
月
初
旬
配
信

１
月
31
日
（
日
）

第
１
６
２
回
理
事
会
・
三
役
会

２
月
２８
日
（
日
）

第
１
６
３
回
理
事
会
・
三
役
会

３
月
１８
日
（
木
）

第
５０
次
国
会
請
願

東京都と協定を締結している
ＨＬＡ検査センター

国家公務員共済組合連合会　虎の門病院 TEL０３―３５８８―１１１１

東京医科大学　八王子医療センター TEL０４２―６６５―５６１１

東京女子医科大学病院 TEL０３―３３５３―８１１１

東邦大学医療センター大森病院 TEL０３―３７６２―４１５１

その他のＨＬＡ検査センター
（都内及び近隣 ３県）

昭和大学病院 TEL０３―３７８４―８０００

埼玉医科大学国際医療センター TEL０４２―９８４―４１１１

埼玉医科大学総合医療センター TEL０４９―２２８―３４００

独立行政法人国立病院機構　千葉東病院 TEL０４３―２６１―５１７１

東海大学医学部付属病院 TEL０４６３―９３―１１２１

北里大学病院 TEL０４２―７７８―８１１１

公立大学法人横浜市立大学付属病院 TEL０４５―７８７―２８００

❶対象者
都内に住所を有し、人工透析療法を受けている慢性腎不全の方で、献腎移植を希望
するため、公益社団法人日本臓器移植ネットワークへ登録する方（公益社団法人日
本臓器移植ネットワークへの登録に必要な腎臓移植組織適合性検査費が一部助成
されます）。
❷助成額
腎臓移植組織適合性検査費用の一部（平成２９年度については１００００円とします。）
❸書類提出及び問合せ先
東京都福祉保健局　保健政策部　疾病対策課　献血移植対策担当
電話　０３―５３２０―４５０６　FAX　０３―５３８８―１４３７

東京都腎臓移植組織適合性検査費（HLA検査費）助成事業のご案内

　１９７２年（昭和４７年）１１月１９日、
東京都腎臓病協議会（現、特定非
営利活動法人東京腎臓病協議会）
を結成しました。結成から４４年を
経過し、透析医療も格段に進歩し、
４０年を迎えている透析患者さんも
いらっしゃいます。
　その一方で社会保障制度、医療
費制度の削減が社会問題となって
おり、莫大な費用を要する透析医
療も安心してはいられない状況で
す。これからも医療機関、各企業、
患者団体と結束して活動すること
が大変重要と考えます。
　私どもの「命と暮らし」を守る
活動に賛同いただければ是非、賛
助会員として団体の活動を支えて
いただきたく心よりお願い致しま
す。

記
賛助会員会費：個人年額５,０００円、
団体年額　 １口１０,０００円／ １ 口以
上
※年 １回名刺広告を機関誌「とう
じんきょう」夏号に掲載させてい
ただきます。

特定非営利活動法人
東京腎臓病協議会

賛助会員入会のお願い
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い
の
で
は
な
い
か
と
事
務
局
で
も
話
題

と
な
り
、
本
を
購
入
し
た
い
会
員
の
方

が
い
る
な
ら
、
東
腎
協
も
力
に
な
れ
な

い
か
と
、
著
者
、
発
行
元
の
皆
様
と
協

議
し
、
東
腎
協
事
務
局
で
も
取
り
扱
う

こ
と
に
な
り
、
宣
伝
す
る
た
め
の
チ
ラ

シ
を
制
作
し
、
全
腎
協
に
加
盟
す
る
全

国
組
織
へ
の
配
布
や
、
機
関
誌
「
と
う

じ
ん
き
ょ
う
」
夏
号
№
２
３
０
号
「
ぜ

ん
じ
ん
き
ょ
う
」
№
３
０
１
号
で
も
ご

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
本
の
注
文
が
始
ま
っ
た
ら
事
務
局

は
本
屋
に
な
る
ぞ
！
」
と
脅
さ
れ
な
が

ら
、「
年
末
ま
で
に
目
標
１
０
０
０

冊
！
」
と
事
務
局
長
は
豪
語
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
私
個
人
的
に
は
そ
れ
は
難

し
い
な
と
半
信
半
疑
で
し
た
（
笑
）。

注
文
開
始
は
９
月
中
旬
頃
よ
り
始
ま

り
、
全
国
各
地
か
ら
数
十
冊
ま
と
め
て

の
ご
注
文
や
、
た
め
し
に
１
冊
購
入
し

て
本
の
中
身
を
読
ん
で
か
ら
な
ど
、
個

人
で
ご
注
文
さ
れ
る
会
員
の
方
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
ご
注
文
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
月
ご
と
の
購
買
集
計
で
は
９
月
２

８
２
冊
、
１０
月
３
７
３
冊
、
１１
月
１
９

９
冊
、
１２
月
１
６
１
冊
と
な
り
、
１２
月

２３
日
現
在
、
合
計
で
１
０
１
５
冊
の
注

文
を
う
け
、
目
標
の
１
０
０
０
冊
！
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
の
個
人
的
な
予
想
は
い
い
意
味
で

裏
切
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

東
腎
協
患
者
会
、
個
人
会
員
の
皆
さ

ま
、
全
腎
協
に
加
盟
す
る
組
織
団
体
の

皆
さ
ま
、
た
く
さ
ん
の
ご
注
文
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
も

「
新
・
透
析
バ
ン
ザ
イ
」
の
ご
注
文
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
東

腎
協
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
務
局
雑
感

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
生
活
は
昨
年
の
緊
急
事
態
宣
言

（
一
部
は
そ
れ
以
前
か
ら
）
よ
り
今
日

ま
で
、
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
買
い
物

は
、
三
日
分
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
、

主
人
に
メ
モ
を
渡
し
て
お
願
い
し
て
買

っ
て
き
て
も
ら
い
、
た
ま
に
行
く
だ
け

で
す
。
見
た
い
映
画
も
行
っ
て
い
ま
せ

ん
し
、
外
食
も
３
回
行
っ
た
位
で
、
大

好
き
な
日
帰
り
温
泉
・
ス
ー
パ
ー
銭
湯

も
何
時
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
出

せ
な
い
く
ら
い
で
す
。
年
２
回
の
旅
行

も
「
今
じ
ゃ
な
い
」
と
思
い
行
か
ず
、

帰
省
も
夏
に
続
き
お
正
月
も
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

で
９６
歳
の
愛
知
に
住
む
母
（
２
番
目
の

兄
が
同
居
）
と
合
う
状
態
で
す
。
都
内

に
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
娘
は
、
私

を
案
じ
て
帰
省
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

月
水
金
は
事
務
局
に
、
火
木
土
は
透
析

に
通
い
、
日
曜
日
は
用
事
が
無
い
限
り

家
に
引
き
こ
も
り
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。変

わ
っ
た
事
と
い
え
ば
、
加
湿
器
を

購
入
し
た
事
と
冬
で
も
間
接
換
気
を
と

聞
い
た
の
で
使
用
し
て
い
な
い
北
側
の

部
屋
の
窓
を
２
㎝
程
、
朝
か
ら
寝
る
ま

で
開
け
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
と
の
生
活
は
続
き

ま
す
の
で
、
お
互
い
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。今

年
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

三
好

編
集
後
記

〇
１２
月
２０
日
に
自
宅
を
転
居
し
ま
し
た
。

年
末
の
慌
た
だ
し
い
時
期
で
し
た
が
、

一
昨
年
末
に
手
術
し
た
脊
柱
管
狭
窄
症

後
初
め
て
の
冬
を
向
か
へ
、
足
、
膝
、

腰
の
し
び
れ
が
日
に
日
に
強
く
な
っ
て
、

ア
パ
ー
ト
の
３
階
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

付
き
Ｕ
Ｒ
団
地
の
５
階
に
引
っ
越
し
た

次
第
で
す
。

ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
高
尾
山
、
富
士
山
が

見
え
、
駅
前
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
に
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
床
暖
房
付

き
の
人
並
に
快
適
な
年
末
年
始
を
送
り

ま
し
た
。

〇
さ
て
、
１２
月
３１
日
つ
い
に
東
京
都
の

新
年
号
の
表
紙
は
、
昨
年
６
月

に
刊
行
さ
れ
た
『
漫
画　

透
析
バ

ン
ザ
イ
』
の
著
者
、
中
村
益
美
さ

ん
に
新
年
号
ら
し
い
元
気
な
イ
ラ

ス
ト
を
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
、
透
析
バ

ン
ザ
イ
」
を
合
言
葉
に
今
年
も
頑

張
り
ま
し
ょ
う

表
紙
の
言
葉

感
染
者
は
１
３
０
０
人
を
超
え
、
１
月

早
々
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
再
発
令
さ

れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
諸
外
国
で

は
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
が
始
ま
り
、
日
本

で
も
春
先
に
は
承
認
・
投
与
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
何
と
し
て
も
開
催
す
る
と
い
う
。

果
た
し
て
予
定
通
り
進
む
の
で
し
ょ
う

か
？
基
礎
疾
患
者
で
高
齢
者
で
あ
る
私

は
、
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。

全
腎
協
５０
周
年
記
念
式
典
・
全
国
大

会
も
１
年
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
２
０

２
１
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
簡
単
に
終
息
し
な
い
で
し
ょ
う
。

今
年
も
東
腎
協
の
諸
行
事
は
開
催
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
「
都
民
の
集

い
」
の
よ
う
に
動
画
配
信
す
る
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

板
橋






